
私たち高校生平澤ロゼミナールは、核兵器と戦争をなくし、全ての人が尊重される平和な世

界の実現をめざして学習じ行動しています。

私たちは、自本原水爆被害者団体協議会 (日本被団協)や被爆者の皆さんの協力を得なが
ら、その体験や願いを学ぶとともに、唯―の戦争被爆国である園本が核兵器禁止条約に霧

名 3批准することを求める高校生署名運動などを通じて、核兵器のない世界の実現にむ :すて

努力してきました。

政府高官の核兵器保有発言は、そのような努力をしている高校生の願いを真つ向から否

定するものであり、日本の平和憲法と「国是」とも言われている「非核三原則 (核兵器を持

たない、作らない、1寺ち込ませない)」 や、政府が掲げてきた :核兵器のない世界」をめざ

すNPT(核不拡散条約)体制をも根底から覆すものです。
日本被団協はこの発言に対して F被爆者の存在を無視し、核戦争を容認するものであり、

絶対に許すことはできない」と批判しました。私たち|よこの考えに強く共感します。

被爆地広島はもとより、全国の平和を求める高校生は政府高官のこの発言を絶対許すこ

とができません.特に沖縄の生徒は、復帰時に結ばれた密約の申に「有事の際の核持ち込
み」があるため、「万が一軍事衝突がおきても、本上に被害が及ばないように沖縄で食い止

め、かつての沖縄戦のように捨て石にしようと考えてしヽるのではないか」と不安を感 じてしヽ

まり
・
。

私たちは強 く抗議するとともに、発言を撤回して非核二原則の厳守を明言 し、被爆者や

戦争体験者の思いをきちんと受け止め、日本政府が核兵器廃絶の先頭 :こ立つことを強く要望

します.

また、私たちは、今回の政府高官発言が自分たちの将来に深く関わる問題であることをあ

らためて認識 し、学習し、考え、平和のために意見表明することを全国の高校生に呼ひかけ

ます。

以上
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